
環 境 負 荷 量 低 減 表 彰 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

              

 

 

当工場は昭和 36 年から約 50 年に亘り金属熱処理業を行ってきた。この間、工場周辺

の宅地化をはじめ地球環境等さまざまな環境変化に対応して省エネルギー対策（ガス・電

気・水）、騒音対策、排煙対策、省資源化対策等を実施してきた。特に連続式焼入焼戻炉

で使用する“焼入油”の省資源化への取り組みでは、小集団グループとして活動を実施す

ることにより焼入油を 40.2％削減するなど、環境負荷量低減に大きく寄与している。 

 

 

 

 

 

 

・所  在  地  大阪府堺市美原区今井３４８-１ 

・操 業 開 始 時 期  昭和３６年(１９４４年)４月 

・従  業  員  数  工場全体４３名、うち素形材部門２５名 

・業    種  金属熱処理 

・主要素形材製品  自動車部品素形材及びその他素形材品 

・上記製品の生産量  ３３,９４６トン(２００９年度) 

・工場全体生産額  ８３８百万円 

・企 業 の 資 本 金  ２０百万円  

 

 

 

 

所 在 地  大阪府 

受 賞 工 場  三洋金属熱錬工業株式会社 

代 表 者   代表取締役社長 葛 村 安 弘 殿 

 

受賞工場の概要  

受 賞 工 場 

主 な 受 賞 理 由 

 

   

 

 

 

 

工場全景 

工場外観 


